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パースから南下、マーガレットリバーへ。 

気合が⼊りすぎて困る。午前３時起床。昨夜、就寝は８時半（約６時間） 

交通が混雑する前に、パースを出発。快晴でもあり、気分良く、注意しながらスタート。 

⾼速道路はじめ、景観が良く、快適な移動ができ、途中下⾞しながら、画像記録。 

 

通過するどの町も、⼩さいながら、気持ちの良い、清掃の⾏き届いた町だった。 

⾐⾷たって礼節を知る。環境が⼈を教育する。⼈が環境をつくる。 

⾃然が、恵まれた環境をつくっている。 

天候も良いので、花も美しい。植物も育つ。⼈間も浄化してしまうのではないか。 

 

ナチュラリスト岬灯台。インド洋の美しさは格別で、その⾊調が、写真に撮れるか否か。 

マーガレットリバー。名前の響きは最⾼だが、川は下流であり、いまひとつ。 

いい思い出のために、マーガレットリバーホテルに宿泊。 

おしゃれなホテルで、いい時間を持つことができた。 

 

午後５時頃、到着したので、街の雰囲気を楽しみ、⾷事まで、散策を楽しむことにした。 

⽩ワインのワイナリーが、そこかしこに、⽬に⼊った。有名らしい。 

ぶどう畑の景観は、気に⼊った。前述の Sさんのアドバイスが、⼼に残っていた。 

⼣⾷は、好きな中華料理。そして、ビクトリアビール。美味しかった。 

 

幸せな⼈間だなぁと感謝。 

苦しいことの方が多いが、楽しく思えるのが、幸せである。 
下記は、その灯台と、なぜか、シールを貼っていた。 

お⾦のかからない、思い出や、記念になる資料など、いただくことが多い。 

どちらかと云うと、期待させる前味より、中味。⾼価であればいいというものでもない。 

画像記録はもちろんだが、無形でも、後味のいい思い出が所望。 

記録しておきたいことが多いが、この辺で・・・ 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

 

 

   

 

 

翌朝６時から２時間、朝⾷までにカメラを持って散策。 

花が美しいのには、驚かされる。 

 

 



 

 

 
 

 

⽇はまた昇る。朝⽇もいいが。海の⼣景は、ロマンチック。 

いろいろな思いが、浮かぶひと時。 

 

 

 



 

   

 

 

  映画好きだった私には、⾄福の時間。 


